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   無難齢帆繋鋒寒き餅褻榔『皆皆となると推測される,注8)本稿では,宮城県の事例分析の結果に基づいて,「農林水産業を基幹産業とする地域」一として一般化している.確かに,地域固有の産業構造があるため,一事例をもって一般化することの困難性はあるが,宮城県の位置づけは以下のようになり,宮城県を一般的事業漸数(件)§
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 難繋 プラントの  的脚数を算出している・その結果財オガスか









































































































































   函・桑炎■さ再現冠雪§一糞驚『獣料でまかなう場合,それぞれの給与量と嚢/lCP・ME,要求量(3-1表中の「合計」)
  、馨欝トウモ
   、景、ーー葬.一.噸童部盤㌧1離職1数に対する充足率は表3-3のようになるトゥモ棄・アルフ6)欝・蕃出展:引用
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  黛藤蕪『/一難虜・、義ミ譲“、1巌籍・作物(原料)の乾物率と,給与するトゥモ囎シ継料の乾物率は異なるた配れら  ゆ欝1の比を補正係数として収量に乗じることで,給与目難表3-3の給与量を合計200頭の乳牛に給与した時収量で除すことで,飼料作物の栽培面積を導出す
  》飼料作物の合計栽培面積は約81h&となった・凝
  舞③家畜からの糞尿発生量の推定 
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   〆LCAの粋細みバ㎜㎝一、
   優露一Tr、ンベントリ分析」上結果の解釈
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 表4-3作日ごとの潔境負荷割合・単位面積・頭数あたり負荷量
   割合(%〉単位面積・頭数あたり負荷
       面積(ha)・頭数酸性化富栄養化温暖化酸性化(e.網+)富栄養化(geq.PO嘆)温暖化(geq.CO2)
        さとうき1,356硅7、88.616.93.2ε+G33.7旺幸04で.4E+07
        たばこ1243.95.34.27.6E畢032.5E+053.8E÷07
        バレイシ…ヨ74525.535.624.08.3ε÷032.8E+053.6E÷G7
        サトイモ29510.2拓.謹劉.48.3E+033.O∈+054.2旺給7
        グラジオラス10達5.達5.64.41.2獲千043.2程+054.9疑+07
        ユリ(球根)1364.68.94.38.2琶+033、8E+053.6荘牽07
        フリージア(球根)391.22.3確.董7.5眠+033.5匠+053.3融07
        飼料619廊.60.015.56.董E+032.3ε+012,8E+07
        ハウス花卉薩9316.018.518.42、OE牽G45,6E+05硅.1置+08
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